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肥育豚における玄米混合給与が発育と肉質におよぼす影響

佐々木直*1・吉田力勺

近年，飼料自給率の向上と自給飼料を活用した特徴ある豚

肉の生産を目指して，各地で飼料用米を豚に給与する取り組

みが行われている.本県では、飼料用米の作付面積が平成

19年の 15.7haから平成 22年には 804haと増加し 8) 今後更

に普及拡大することが期待されているそこで、，肥育豚に飼料

用米を給与することによる効果を検討するために，豚の肥育後

期(開始時体重 70kgから出荷体重 110kgの期間)と，肥育全

期間(開始時 30kgから出荷体重 110kgの期間)に玄米を給与

した場合の発育及び肉質に及ぼす影響について調査した.

試験方法

1 試験 1:肥育後期における玄米給与

イ共供試豚は LWD(LWの F1母豚にデュロック種の雄豚を交

配した産子)を用い，試験は平成 20年 7月 22日から平成 20

年 10月 27日に行った.

表 1試験配置(試験 1) 

試験区 品種 試験飼料

対照区 LWD 

20%区 LWD

40%区 LWD

市販配合飼料 100%

市販配合飼料 80%+玄米 20%混合

市販配合飼料60%+玄米 40%混合

表2 試験飼料成分(試験1)

玄米 市販配合飼料

水分 11.3 12.5 

粗蛋白質 7.0 14.7 

粗脂肪 2.5 3.8 

NFE 77.0 62.2 

粗繊維 0.9 2.8 

粗灰分 1.4 4.0 

TDN 85.2 77.0 

Ca 0.1 0.6 

P 0.3 0.5 

試験区は，肥育後期に市販配合飼料(肥育後期用:粗蛋白

質 14.7%，TDN77.0%)を給与した対照区，粉砕玄米(粗蛋白

質 7.0%，TDN85.2%)を市販配合飼料に原物重量比で 20%

混合給与した 20%区， 40%混合給与した 40%区の 3区を設

け，それぞれ去勢3頭，雌2頭の計 5頭を配置した(表 1，2) . 

20%区， 40%区の試験飼料は，カル、ンウム補給のために炭酸

カルシウムをそれぞれ原物重量比 0.1%， 0.4%添加した.供

試玄米は，平成 19年に岩手県農業研究センターで生産した

食用のうるち米，もち米等を混合したもの(写真 1)を， (独)農研

機構東北農業研究センタ一所有の飼料粉砕機(STAR製

HAMMER MILL)(写真 2)で 2mm以下に粉砕して用いた(写真

3) . 

供試豚は，単飼で不断給餌，自由飲水により飼育し，生体

重が概ね110kgに達した時点で、県内食肉処理場においてと畜

し，枝肉の左半丸を用いて枝肉形質・肉質調査を行った.得ら

れたデータの統計処理は，飼料を因子とした1元配置の分散

分析を行った.

頭数(性別)

5(去勢 3，雌2)

5(去勢 3，雌2)

5(去勢 3，雌2)

玄米 20%混合

12.3 

13.2 

3.5 

65.1 

2.4 

3.5 

78.6 

0.6 

0.4 

開始体重

70kg 

70kg 

70kg 

(%) 

玄米40%混合

12.0 

11.6 

3.3 

67.8 

2.0 

3.0 

80.0 

0.6 

0.4 

終了体重

110kg 

110kg 

110kg 

※玄米 20%混合， 40%混合飼料にそれぞれ炭酸カルシウム 0.1%， 0.4%を添加

*1 音産研究所家畜育種研究室(現県北広域振興局農政部) *2 畜産研究所家畜育種研究室(現中央農業改良普及センター)
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写真 1 供試玄米

写真3 粉砕玄米

2 試験 2:肥育全期間における玄米給与

供試JI家は止めまi主の異なるしWDとLWB(LWの lコl母豚に

ノ《ークシャ一種の雄豚を交配した産子)の 2品種を用いた

試験実!j包期間は平成 21年 5月 4日から 9月 7日にJ行った.

試験区は，肥育全期間に市販配合飼料を給与した対照区

と，粉砕玄米を市販配合飼料に原物重量比で 10%混合給

与する10%区と， 20%混合給与する 20%区の 3区を LWD

とLWBの 2品種それぞれに設け， 去勢 3頭ずつを配置し

た(表 3).

表3 試験配置(試験2)

品種 試験区 試験飼料

LWD 対照区 市販配合飼料 100%

写真2 飼料粉砕機

試験飼料は，肥育前期(JI家体重 30kgから 70kgの期間)は

JI巴育前期用飼料(CP16.3%，TDN77.0%に肥育後期(豚体

重 70kgから 1l0kgの期間)は肥育後期用飼料(CP14.7%，

TDN77.0%)を基礎に，粉砕玄米(CP8.2%，TDN82.9%)を

それぞれ 10%，20%混合して調製した(表 4).20%区の試

験飼料は，カル、ンウム補給のため炭酸カルシウムを原物重

量比 0.1%添加した目供試玄米は，平成 20年に岩手県農

業研究センターで、生産した食用のうるち米もち米等を混合し

たものを，試験 lと同様に飼料粉稲h杉並で 2mm以下に粉砕し

たものを用いた

供試豚は，単飼で不断給餌， 自由飲水により飼育し，生

体重が概ね 110kg1こ達した時点で県内食肉処理場におい

てと畜し，枝肉の左半丸を用いて枝肉形質・肉質調査を行っ

た.得られたデータの統計処理は，飼料と品種を因子とした

2元配置の分散分析を行い，有意差が確認された項目につ

いては，さらに Tukeyの多重比較検定を行った.

3 調査項目及び方法

飼養期間は，週毎に体重及び飼料摂取量を測定し，肥育

期間の日増体量，日飼料隈取量を算出した.

頭数(性別) 開始体重 終了体重

3(去勢) 30kg 110kg 

10%区 市販配合飼料 90%+玄米 10%混合 2(去勢) 30kg 1l0kg 

20%区 市販配合飼料 80%+玄米 20%混合 3(去勢) 30kg 1l0kg 

LWB 対照区 市販配合飼料 100% 3(去勢) 30kg 1l0kg 

10%区 市販配合飼料 90%+玄米 10%混合 3(去勢) 30kg 110kg 

20%区 'flす版配合飼料 80%+玄米 20%混合 3(去勢) 30kg 110kg 
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表4 試験飼料成分(試験2)

肥育前期

玄米 市販配合 玄米 10%

飼料 混合

水分 12.3 12.3 12.3 

粗蛋白質 8.2 16.3 15.5 

粗脂肪 l.5 4.2 3.9 

NFE 74.9 59.3 6l.3 

粗繊維 l.5 3.0 2.9 

粗灰分 l.5 4.4 4.1 

TDN 82.9 77.0 77.6 

Ca 0.1 0.6 0.6 

P 0.4 0.6 0.6 

※玄米 20%混合飼料に炭酸カルシウム 0.1%を添加

と畜後にと体長，背腰長1I，と体 11幅，背脂肪等の枝肉

形質を測定した 第 11胸椎部位の胸最長筋と背脂肪

を分析用サンブ。ルとして採材し，脂肪色及び肉色を色彩

色差計(MINOLTA製 C卜IROMAMETER CR-200)によ

り，明度 L，赤色度 a，黄色度 bを測定した後，胸最長

筋の化学組成及び皮下脂肪内層の脂肪酸組成を牛肉

の品質評価のための理化学分析マニュアル Ver.21)に準

じて分析した.

試験 2の LWDの対照区と 20%区の2つの豚肉を比

較する食味評価を「食肉の官能評価ガイドラインJ7)を参

考に当研究所の]隊員 24人で実施した.食味評価サン

フツレは， 第 12胸椎部位から最後胸椎部位の胸最長筋

と背脂肪を冷凍貯蔵後，冷蔵室で、 4
0
C，24時間で解凍.

厚さ 3mmx 4cm x 5cm(背脂肪 lcm+ロース肉 4cm)に整

形し(写真 4)， 1.5%食塩水に 10分間浸演し，表面の

水分を除去した後，200
0

Cに設定したホットプレートにて

表面を 30秒， 裏面を 25秒加熱し供試した.評価方法

は試験区を伏せた状態で豚肉 A(対照区)を基準に豚肉

B(20%区)の食味を 2から+2の範囲で採点する方法

で、行った(図 1) 評価項目は「香りの良さJI柔らかさJIジ

ューシーさJI甘みの強さJI脂の滑らかさJI総合評価jの

6項目で， 各評価項目について評価者全員の点数の平

均値を評価点とした.

(%) 

肥育後期

玄米 20% 市販配合 玄米 10% 玄米 20%

混合※ 飼料 混合 混合※

12.3 12.5 12.5 12.5 

14.7 14.7 14.1 13.4 

3.7 3.8 3.6 3.3 

62.8 62.2 63.5 64.7 

2.7 2.8 2.7 2.5 

3.8 4.0 3.8 3.5 

78.1 77.0 77.6 78.1 

0.6 0.6 0.5 0.5 

0.5 0.5 0.5 0.5 

写真4 食味評価用サンプル

食味評価アンケート用紙

;f;isfI 
s・1.t.:V';:II 'dl J!~同<t~è l 、

豚閃Aを占~，里にして、稼肉臼の印1ft.をそれぞれ犯人してください.

唱記入方!まー 桂項目明暗土の任畠の唱併にOを記入して〈だ占い

#1111: ー 震が信い ー 1~1II 1 :

ぽ 人情} 悪い l ト G一←血 、

11常に 』 畳b'むい 『 11常に

t 古り 患い 一寸一一寸 ←Rい
ア 責嘩 y.らh、い !fい

3 ジー.1.-.....-占 少ない 多い

" (1h 号奇L‘ I - 強い

S 閉的滑らかさ〈口ど11) 患い |一一ト ートーー|一一一1，- aぃ

6 Ii合Ilei 酬 し〈弘、ート |一一| 一一ト ト 酬 しい

~~その句‘ 軍坦がございましとらご配入ください、

ご出力ありがとうございました.

図 1 食味評価アンケート用紙
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試験結果

1 試験 1:阻育後期における玄米給与

(1)発育成績

全ての項目において区間に有意差(p<0.05)は認められ

なかった(表 6).

(3)肉質成績20%区， 40%区の飼料摂取量はそれぞれが 141kg，

127kgで対照区の 130kgと同等であり，日増体量及び

飼料要求率等においても各区間に有意差(p< 0.05)が

認められず，良好な発育を示した(表 5).

胸最長筋化学組成，脂肪色，皮下脂肪内層脂肪酸

組成について区間に有意差(p<0.05)は認められなかっ

た(表 7，表 8).

(2)枝肉成績

と体長は対照区 95.0cm，20%区 93.5cm，40%区

93.0cmで同等であり，背腰長IT，と体幅，背脂肪厚の

表5発育成績(試験1)

対照区

肥育回数(日) 38 ::!:: 3 

出荷日齢(日) 144土 3

日増体量(g/day) 1，088 ::!:: 59 

飼料摂取量(kg) 130 ::!:: 11 

(うち玄米摂取量) (0) 

飼料要求率 3.18土0.26

注)平均値±標準偏差， nふ有意差無し

表6 枝肉成績(試験 1)

と体長

背腰長E

と体幅

背脂肪厚

カタ

セ

コシ

対照区

95.0 ::!:: 1目0

69.8 ::!:: 1.3 

33.6 ::!:: 0.9 

4.2 ::!:: 0.6 

2.0 ::!:: 0.4 

3.2土 0.5

注)平均値土標準偏差， n.s.:有意差無し

20%区

42 ::!:: 9 

151 土 11

1.006土 85

141 土 25

(28 ::!:: 5) 

3.39土0.51

20%区

93.5土 2.2

69.8 ::!:: 4.0 

35.2土 0.8

4.0土 0.4

2.1 ::!:: 0.4 

3.3 ::!:: 0.4 

表7 胸最長筋化学組成と脂肪色(試験 1)

水分(%)

粗蛋白質(%)

組脂肪(%)

脂肪色

し値

a値

b値

対照区 20%区

73.4 ::!:: 0.9 

3.7土1.0

22.1 土 0.3

80.4土 1.2

3.7 ::!:: 0.8 

5.2 ::!:: 0.7 

73.0土 0.6

4.1 ::!:: 0.9 

21.9 ::!:: 1.0 

81.5 ::!:: 0.6 

2.7土 0.3

4.8土 0.5

注)平均値土標準偏差， n.s有意差無し

40%区

38土 4

147 ::!:: 6 

1.073土124

127 ::!:: 13 

(51 土 5)

3.18 ::!::0.19 

40%区

93目o::!:: 2.3 

71.0土 4.5

33.2 ::!:: 1.3 

3.6土 0.5

2.2 ::!:: 0.3 

3.3土 0.4

40%区

72.7 ::!:: 1.5 

4.4 ::!:: 1.9 

21.7土 0.4

81.0 ::!:: 1.4 

3.1 土 0.3

5.0 ::!:: 0.6 

(cm) 

有意差

n.s. 

n.s. 

n.s. 

n.s. 

n目S.

有意差

n.s. 

n冒S.

n.s. 

n.s 

n.s目

n.s. 

有意差

n.s. 

n.s. 

n.s 

n.s. 

n目S.

n目S目
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表8 皮下脂肪内層脂肪酸組成(試験 1) 

対照区 20%区 40%区 有意差

パルミチン酸(%) 26.5土 0.7 26.2土 0.9 26.2土 1.0 n.s. 

ステアリン酸(%) 16.7土 1.1 16.5 :t 1.5 16.9土 1.4 n.s. 

オレイン酸(%) 42.4土 0.4 42.7土 0.4 43.0土 1.6 n目S.

リノール酸(%) 9.2土 1.1 8.9 :t 1.6 8.2土 0.7 n目S.

飽和脂肪酸(%) 44.5 :t 0.8 44.5土 1.3 44.9 :t 1.4 n.s 

不飽和脂肪酸(%) 53.7土1.3 53.0 :t 1.7 52.9土 1.4 n.s 

不飽和度※) 1.21 土 0.0 1.19 :t 0.1 1.18 :t 1.4 n.s 

注)平均値±標準偏差， n.s.有意差無し※不飽和度・不飽和脂肪酸/飽和脂肪酸

2試験2目肥育全期間における玄米給与

(1)発育成績

日増体量，飼料摂取量，飼料要求率は，飼料による有意差

は認められなかったが，品種による有意差(p< 0.01)が認めら

れ， LWBはLWDと比較して日増体量は低く，飼料摂取量，飼

料要求率が高かった(表9).

(2)枝肉成績

と体長，背腰長II，と体幅は飼料，品種ともに各区間に有意

差は認められなかった(表 10).背脂肪厚はカタ，セ，コシともに

飼料による有意差は認められないが，品種による有意差(p<

0.01，p<0.05)が認められ， LWBは LWDより枝肉背脂肪厚が

厚かった.

(3)肉質成績

胸最長筋化学組成の粗蛋白質，粗脂肪及び脂肪色は，飼

料による有意差は認められなかったが，品種による有意差(p<

O.Ol，p < 0.05)が認められた.LWBは LWDより胸最長筋の粗

蛋白質が高く，粗脂肪が低かった.また，脂肪色の L値(明

度)， a値(赤色度)， b値(黄色度)が低かった(表 11).

皮下脂肪内層脂肪酸組成において，パルミチン酸割合技包

和脂肪酸割合は品種による有意差(p<0.05)が認められ，オレ

イン酸割合とリノール酸割合では飼料による有意差(p<0.05)と

品種による有意差(p<O.Ol)が認められたが，飼料と品種にお

ける交互作用は認められなかった(表 12).オレイン酸割合とリ

ノール酸割合について多重比較検定を行った結果，飼料を要

因とした影響において， 10%区ではリノール酸割合のみが対日吉

区より低かったが， 20%区は対照区と比較してオレイン酸割合

が高まり，リノール酸割合が低下した(p<0.05)(表 13).品種を

要因とした影響では， LWDとLWBに有意差が認められ，

LWBは LWDよりオレイン酸割合が高く，リノーノレ酸割合が低

かった(p< 0.01)(表 14).

(4)食味評価

食味評価における対照区(LWD対照区)に対する 20%区

(LWD20%区)の相対評価は，香りの良さ:0.4から脂の滑らかさ:

0.7と全ての項目において，好まししせ評価され，総合評価は

0.9で、あった(図 2).

考察

1肥育豚の発育・肉質への玄米混合飼料給与の影響

市販配合飼料に粉砕玄米を肥育後期に 40%，また，肥育

全期間に渡って 20%混合給与しても飼料摂取量は対照区と

同等であったことから，玄米のl者好性は良好で、あったと考えら

れる.また，対照区と玄米混合区において日増体量，飼料要

求率に有意差(p< 0.05)は認められず，玄米給与が発育に及

ぼす影響はなし立考えられる.枝肉成績については，試験 1，

試験 2ともに体長，背腰長II，と体幅，背脂肪厚は，対照区と

同等で、あったことから，玄米給与が枝肉成績に与える影響はな

いと考えられる脂肪色については，試験 1，試験 2共に同等

であったことから，玄米給与が脂肪色に与える影響は小さいと

考えられる.皮下脂肪内層脂肪酸組成については，試験 lで

は有意差(p<0.05)は認められないが，試験 2では，肥育全期

間に玄米を 20%混合給与することにより，オレイン酸割合が有

意に低くなった(p< 0.05).これは，配合飼料中の大部分を占

めるトウモロコシの脂肪酸組成と玄米のそれが異なるためと考

えられる.藤井ら(2004)は，オレイン酸割合は玄米で 28.5%，ト

ウモロコシで 25.8%，リノール酸割合は玄米で 45.1%，トウモ

ロコシで 58.1%と玄米はトウモロコシと比較してオレイン酸割

合が高く，リノール酸割合が低い 3)と報告している.供試した玄

米混合飼料は対照区飼料と比較して，オレイン酸割合が高く，

リノール酸割合の低い飼料となり，生産された豚肉の脂肪の質

に影響を及ぼしたものと考えられる.豚はリノール酸を合成す

ることが出来ない 6)ので，飼料中のリノール酸割合に影響され
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表9 発育成績(試験2)

LWD LWB 有意差

対照区 10%区 20%区 対照区 10%区 20%区 飼料 品種 交互作用

肥育日数(日) 77:t7 81:t5 75士20 98士12 91土12 89土4 ll.S. * ll.S 

出荷日齢(日) 162:t20 162:t20 153士20 172士10 163:t 15 158:t 11 ll.S. ll.S. ll.S 

日増体量(g/day) 1087:t 132 1086土21 1111士195 797:t78 904:t 118 903士48 ll.S ** ll.S. 

飼料摂取量(kg) 211.7:t15.4 238.6:t 7.0 216.6士26.5 265.7:t18.2 271.0:t29.4 266.9士11.5 ll.S ** ll.S. 

(うち玄米摂取量) 。 (23.9士0.7) (43目3:t5.3) (0) (27.1士2.9) (53.4士2.3)

飼料要求率 2.54:t 0.13 2.73士0.14 2.69:t0.13 3.43:t0.13 3.33士0.35 3.34:t0.18 ll.S. ** ll.S. 

注)平均値士標準偏差，有意差:* * :p<O.OI， * :p<0.05， n.s・有意差無し

表10枝肉成績(試験2)

LWD LWB 有意差

対照区 10%区 20%区 対照区 10%区 20%区 飼料 品種 交互作用

と体長 93.5:t3.1 91.5士0.7 92.2:t 2.3 93.3:t4.5 94.7士4.0 93.3:t 1.2 ll.S. ll.S. ll.S. 

背腰長H 67.8士2.6 67.5士0.7 68.0:t 2.0 68.0士3.0 68.3士3.5 68.0:t 1.0 ll.S. ll.S. ll.S 

と体幅 34.0士1.0 35.5:t0.7 33.7:t 1.5 35.3士0.6 35.0:t0.0 33.7土1.2 ll.S. ll.S. ll.S 

背脂肪厚

カタ 3.5士0.5 4.2:t 0.4 3.8士0.8 4.3士0.5 4.0:t0.5 4.8士0.6 ll.S * ll.S. 

セ 1.4士0.1 1.9:t0.3 1.9士0.4 2.3士0.7 2.3:t0.7 3.0士0.7 ll.S ** ll.S. 

コシ 2.3士0.2 2.7:t0.4 2.7土0.3 3.8土0.7 3.8:t0.7 4.3士0.1 ll.S. ** ll.S 

注)平均値土標準偏差，有意差:* * :p<O.OI， * :p<0.05， n.s.:有意差無し

表11 胸最長筋化学組成と脂肪色(試験2)

LWD LWB 有意差

対照区 10%区 20%区 対照区 10%区 20%区 飼料 品種 交互作用

水分(%) 72.7土1.9 72.6士1.9 72.1士1.2 73.0士0.5 73.8土0.2 73.8:t 0.3 ll.S. ll.S ll.S. 

粗蛋白質(%) 22.7士0.0 22.0土0.7 21.8士0.6 24.0:t 0.3 23.7士0.3 23.5:t 0.5 ll.S. ** ll.S. 

粗J脂肪(%) 3.5士1.1 3.7:t1.3 4.7士1.2 2.8土1.1 2.0士O目7 2.6:t0.9 ll.S * ll.S. 

脂肪色

L11直 81.0士0.5 81.1:t 0.3 80.6士0.5 78.8土1.1 79.3士1.0 80.9:t 1.7 ll.S. * ll.S. 

a 11直 3.6士0.9 3.7:t0.7 3.5士0.6 2.0土1.0 3.3:t 1.4 2.3:t0.7 ll.S. * ll.S 

b 11直 5.0:t0.0 5.1:t0.l 4.8士1.1 2.7士1.2 3.6:t 1.2 3.6:t0.5 ll.S ** ll.S 

注)平均値士標準偏差，有意差** :p<O.OI， * :p<0.05， n.s.:有意差無し
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表12 皮下脂肪内層脂肪酸組成(試験2)

LWD LWB 有意差

対照区 10%区 20%区 対照区 10%区 20%区 飼料 品種 交互作用

パルミチン酸(%) 25.9:t0.3 26.9士0.9 25.8:t 1.3 25.1土0.6 25.1:t0.1 25.0:t 1.5 ll.S. * ll.S目
ステアリン酸(%) 16.2土0.8 17.1:t0.0 15. 7:t 1.2 14.9土0.2 15.8:t 1.9 15.9:t 1.9 ll.S. ll.S ll.S. 

オレイン酸(%) 41.1士O目9 41.5士1.4 43.7士1.4 44.8土1.5 44.5:t0.7 45. 7:t 1.1 * ** ll.S. 

リノール酸(%) 11.3士1.1 9.0士0.1 9.6士1.2 9.0:t 0.3 8.3:t0.7 7.8:t 0.5 * ** ll.S. 

飽和脂肪酸(%) 43.3士0.4 45.4:t 1.1 42.8士2.3 41.2士0.7 42.1:t 1.8 42.0:t 2.3 ll.S * ll.S. 
不飽和脂肪酸(%) 54.3:t 0.4 52.4:t 1.4 55.4士2.4 55.8:t 1.3 54.5:t 1.8 54.9:t 1. 7 ll.S. ll.S. ll.S. 

不飽和度 1.25士0.01 1.16士0.06 1.30土0.13 1.36士0.06 1.30:t0.10 1.31:t 0.11 ll.S. ll.S. ll.S. 

注)平均値±標準偏差，有意差:* * :p<O.Ol， * :p<0.05， n.s.:有意差無し

表13飼料を要因とした脂肪酸組成(試験2)多重比較検定

飼料

対照区

オレイン酸(%) 43.0:t0.9 a 

リノール酸(%) 10.1士0.6 a 

10%区

43.3士0.8 ab 

8.6土0.3 b 

20%区

44.7土0.6 b 

8.7 :i:0.5 b 

注)最小二乗平均±標準誤差，異符号問に有意差有り(ab:p<O目05) 

表14 品種を要因とした指肪酸組成(試験2)多重比較検定

品種

LWD LWB 

オレイン酸(%) 42.2土0.6 a 

リノー/レ酸(%) 10.1士0.5 a 

45.0土0.4 b 

8.4土0.2 b 

注)最小二乗平均土標準誤差，具符号聞に有意差有り(ab:p<O.Ol)
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皮下脂肪中のリノール酸割合が低くなったと考えられる.皮下

脂肪中のオレイン酸は豚の体内で合成されたものと，飼料中の

ものが移行したもの両方が含まれているが 6) 本試験では皮

下脂肪中のオレイン酸の由来は確認できない.上原ら(2011)は

オレイン酸割合 77.3%のオリーブ子オイルを 5%添加した飼料を給

与することにより，皮下脂肪中のオレイン酸割合が 6.15%増加

したと報告している 10)ことから，肥育全期間を通じて飼料中の

オレイン酸割合は皮下脂肪中のオレイン酸割合に影響を及ぼ

したと考えられる.

また，飽和脂肪酸割合，不飽和度は玄米混合による影響は

無く，脂肪融点に影響を及ぼす不飽和脂肪酸は 4) 対照区と

同等であることから軟脂にはならなし立考えられる.

食味評価については，試験 2の LWD対照区と比較して

LWD20%区の豚肉が全ての項目で好ましし吃評価された.木

全ら(2001)は，脂肪酸組成と「香川のスコアの相聞を調べたと

ころ，パルミチン酸，パルミトレイン酸及び、オレイン酸に有意な

正の相関が，ステアリン酸，リノール酸に有意な負の相関が認

められたと報告している 5) 今回の食味評価では， 20%区の

豚肉の方がオレイン酸割合が高く，リノーノレ酸割合が低し、こと

から， I香りの良さjが評価されたと考えられる.また， I脂の滑ら

かさ」において好まししせ評価されているのは脂肪酸組成が変

化していることが一因であると考えられる.

2 肥育豚の品種の違いによる影響

試験 2では，玄米給与が LWDとLWB品、う品種の異なる

肥育豚に及ぼす影響についても検討した.飼料と品種の 2つ

の要因について交互作用は認められなかったが，この試験で

品種の違いによる発育や肉質の違いが明らかになった.

発育成績について，今回の試験で止め雄として用いたパー

クシャ一種(B)とデュロック種(D)を比較すると，パークシャ一種

は発育成績が劣ることから 2)，LWBは止め雄であるパーク、ン

ャ一種の影響を受け，日増体量が低く，飼料要求率が高くなっ

たと考えられる

産肉成績については，パーク、ンャ一種及びその交雑種は，

不断給餌下での飼育では皮下及び腹腔内に脂肪を蓄積しや

すい特徴を持つことから 2)，LWBは枝肉背脂肪厚が厚くなっ

たと考えられる.脂肪色については， LWBは LWDと比較して

L値(明度)， a値(赤色度)， b値(黄色度)が低くし、ことから，色

味の薄い，やや透明感のある脂肪色であることが観察された.

皮下脂肪内層脂肪酸組成については，品種により異なることが

報告されており 4) 上原ら(2001)によると，パークシャ一種のオ

レイン酸割合は 42.13%，リノーノレ酸割合は 7.61%，デュロック

種のオレイン酸割合は 43.53%，リノール酸割合は 9.88%と報

告してし、る 9) 今回の試験で、は止め雄にパーク、ンャ一種とデュ

ロック種を用いていることから，この影響を受けていると考えら

れる.品種による脂肪酸組成の違いはあると考えられる.

また，オレイン酸割合，リノール酸割合において飼料と品種

の 2つの要因について交互作用は認められなかったものの，

LWDは LWBと比較して，玄米給与によるオレイン酸割合，リ

ノール酸割合の変化が顕著で、あることがうかがわれたことから，

豚の品種によって飼料から受ける影響が異なる可能性が示唆

された.

摘 要

肥育豚に飼料用米を給与した場合の発育，肉質に及ぼす

影響について検討した.試験 1:供試豚は LWDを用い，試験

区は肥育後期に粉砕玄米を市販配合飼料に 20%混合給与し

た 20%区， 40%混合給与した 40%区と，市販配合飼料を給与し

た対照区の 3区を設け，それぞれ去勢3頭，雌2頭の計5頭

ずつ配置した.その結果，肥育後期に市販配合飼料への玄米

混合率 20%および 40%では，日増体量，飼料要求率等の発育

成績及び背脂肪厚等の枝肉成績，皮下脂肪脂肪酸組成，脂

肪色ともに対照区と同等の成績が得られた.試験 2供試豚は

止め雄の異なる LWDとLWBの 2品種を用い，試験区は肥

育全期間に粉砕玄米を市販配合飼料に 10%混合給与した 10%

区， 20%混合給与した 20%区と，市販配合飼料を給与した対照

区の 3区を LWDとLWBの 2品種それぞれに設け，去勢 3

頭ずつ配置した.その結果，肥育全期間に市販配合飼料への

玄米 20%混合給与では，日増体量，飼料要求率等の発育成績

及び背脂肪厚等の枝肉成績ともに対照区と同等の成績が得ら

れた.肉質成績は， 20%区で皮下脂肪内層の脂肪酸組成のオ

レイン酸割合が高くなり(p<0.05)，リノール酸割合が低くなった

(p<0.05).食味評価では， LWD対照区と LWD20%区の肉を

比較したところ， LWD20%区の肉の方が香り，食感，ジ、ューシ

ーさ，甘み，脂の滑らかさ及び総合評価の全項目において良

し世評価された.豚の品種の違いによる玄米給与の影響は，

LWDは LWBと比較して，玄米給与によるオレイン酸割合，リ

ノール酸割合の変化が顕著で、あることがうかがわれたことから，

豚の品種によって飼料から受ける影響が異なる可能性が示唆

された.
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